
流通の国際化と並行輸入

木　綿　　良　行

1　はじめに一消費財輸入の進展に向って一

　近年，ヒト，モノ，一カネの国際的な移動が次第に自由に行われるようになり，

その結果，わが国は，その経済の諸側面において世界各国との相互依存関係が

ますます強くなる方向に向いつつある．“流通の国際化”は，それを消費財流

通の側面に焦点を絞って見た場合，各国の国内的・地域的諸要因に規定される

性樒を有しており，なかなか国際化し難い面があるが，国際経済におけるわが

国の重要性が増してきている咋今では，わが国の流通にかかわる各種の規制を

見直し不合理・不適正な取引憤行を可能な限り是正して，海外諸国からの批判

に耐えうるような開放型の流通構造を構築してゆくことが必要であろう．

　わが国の製品輸入は，海外諸国との貿易インバランスに関連してもっとも注

目され論議の的となっている問題の一つである．〔第1表〕は，大蔵省の『貿

易統計』に基づいて作成したわが国の製品輸入と消費財輸入の推移を示すもの

であるが，一見して明らかなように，わが国の製品輸入比率は，近年，急遠に

上昇してきている．しかしながら，その水準は，咋年（1988年）の数値でも

まだ50％以下（49．0％）にとどまつており，アメリカ80．3％，イギリス75．2

％，フランス71．O％，西ドイッ64．3％（いずれも，1986年）など，欧米諸国

の製品輸入比率に比ぺて，まだまだ低いことがわかる．

　とくに“消費財”については，これまで総輸入に占める比率で1割にも達し

ない数値で推移し，製品輸入全体の2割にも満たない比率では，いかにも小さ

すぎると言わざるをえない状況である．しかしながら，1986年頃から急速に
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　　　〔第1表〕　わが国の製品・消費財輸入の推移　　　（単位、百万ドル）

1・…11・1・11…11…11…1・…1l…11…1。。。。

非耐久撒財1・…1・・…1・，…1・，…1・，…1・，…1l，・・11・，・。・1。。，。。。

．里．竺．竺．竺1・1461…1l1・…r・・…1・，…1・，…1・，伽1・，・η1・1，…

l1慧篶4牟卒ζ三五卒耳一率；
lllヅ㍗㍗㍗lllllダ；1：1
品輸入牌脇1’9‘2％1’脇114・8％1’4・6％115・7％1’ア・6・1・・…1・・…

　資料：大蔵省『貿易統計』

　（注）「消費財・は・「耐久消費財・と・ヨ冊久消費財・を合計したもので，・食料品」

　　は含まれていない．

伸ぴる兆じを示し始め，一昨年（1987年）は，総輸入に占める比率でようや

く1割を越え，製品輸入に対する比率でも2割を優に越えるパーセンテイジを

占めるに至ったことは注目に価する。これは，言うまでもなく，1985年秋の

G5（五ケ国蔵相会議）以降の急激な円高の進行が基本的な背最となっている

わけであり，消費財輸入に本格的に取り組む基礎的な諸条件が整ってきたこと

を示す兆候であるとも言えよう．

　ところで・わが国の消費市場は・もともと商品の品質や仕上りに関して厳し

い注文を付けることを常としているが，最近，消費の個性化・多様化の時代を

迎え，諸外国の商品をそのまま輸入して円滑に販売できるケースはきわめて少

なくなってきている。近年，流通業界でしぱしぱ話題になっている“開発輸

入”とは，そのようなわが国の消費市場に適合した商．吊，を輸入者側の“仕様”

（spec冊cati㎝）で生産させて輸入するケースを総称しているようであるが，単

に“仕様”を指定するだけではなく，ときには，資本投下や技術指導，ノウハ

ゥの捉鈍人材の派遭・原材料の提供など，輸出国の供給サイドに対して長期

的ななんらかのコミットメントを必要とする輸’入形態である．
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（94）　　　　　　　　一橘諭叢第102巻第5号

　一方，藷外国の消費市場で広く受け入れられた商晶の中には・ヨーロヅバ諸

国で長い歴史を有する種々の有名ブランド品に代表されるように，そのままわ　　　　、

が国の市場へ導入できる商品がかなりあることも確かである．そのような商品

は，通常，輸入総代理店など排他的な輸入経路を通じてわが国に輸入され販売

されてきたが，近年，そのような独占的な輸入経路を経由せずに行われる“並

行輸入”が急増し注目を集めている・

　本稿では，流通国際化が進展するに伴って広がりを示しつつある“並行輸

入”の実態1）を踏まえ，国際マーチャンダイジングにおける並行輸入の意義に

ついて考えてみよう．

　　　　　　　　　　　　　2並行輸入とは

　“並行輸入”とは，端的に言えぱ，ある限られた“正規のルート”を経由し

て行われる特定の海外商品2）の供給に対して，全く別個のノレートを通じて試み

られる同一商品3）の輸入であると言えよう・ここに言う“正規のルード’とは，

通常，

　　①輸入総代理店を経由する輸入

　　②　海外メー力一資本の輸入国内販社を経由する輸入

　　⑧　海外メ∵力一資本による輸入国内生産品の供給

　　④　輸入国内におけるライセンス生産品の供総

などが含まれるようである。

　これらの“正規のノレードはいずれも，当該海外商品についての当該輸入国

における独占的な供給ルートであるが，当該輸入国内の市場で十分な需要が見

込まれ，なんらかの別個のルートを通じて同一の商品を輸入し“正規のルー

　ト”を経由する商品よりも王ら良い条件で販売することが可能であれぱ，当然，・

輸入を試みようとする業者が出てくるわけである・

　“並行輸入”は，そのような“正規のルート”以外のなんらかの別個のルー

　トで試みられる同一商品の輸入を総称するわけであるが，「並行輸入」という

用語については，明確なコンセンサスを得た定義があるわけではないので，対
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応する“正規のルードについて現実に上言己のどれだけのケースを含めて良い

のか多少問題があるかもしれない．

　実際に“並行輸入”と呼ぱれている事例としては，“輸入総代理店を経由す

る輸入に対して同一の商品が別個のルートで輸入されるケース”がもっとも一

般的であり，公式に並行輸入間題を取り上げるような場合には，たいていこの

ヶ一スに絞って“並行輸入”と呼んでいる4〕ことは確かである．また，“並行”

（parane1）という語義から言えぱ，少なくとも，“一つの正規の輸入ルートに

文字どおり並行した独自のルートを通じて行われる同一商品の輸入”に隈定さ

れることになり，上記の⑨や④は，正規の輸入ルートそのものが存在しなくな

っていることから，厳密に解釈するとすれぱ“並行輸入”とは言えないことに

なる．

　しかしながら，近年，新聞や業界誌などで報道されたり各業界で把握されて

いる“並行輸入”の概念は，それほど隈定的なものではなく，多くの場合，上

記の各ケースをすべて包括する広範な意味合いで用いられている．“並行輸入”

に対する現下の大方の関心は，“海外商品の独占的な供給に対して当該同一商

品に関する全く別個の輸入ノレートを形成する”という点であり，法制度的には，

“商標権侵害の有無に係わる問題”に絞られるとすれぱ，“並行”という語義に

それほどこだわる必要はないだろう．

　以上のような諸点を踏まえ，本稿では，“並行輸入”を可能なかぎ1り広く捉

えて，上記すべてのケースを含む“正規のルードを通じる商品供給（以下，

単に“正規のノレードと呼ぷことにする）に対応して別個のノレートを通じて行

われる同一商品の輸入を総称することにする．

　3　わが国における並行輸入の生成

一いわゆる“並行輸入の自由化”一

　かつてわが国では，並行輸入が行われた場合，関税定率法第21条第1項第

4号に基づき，当該ブランドの専用使用権者（概ね当該ブランド品の輸入総代

理店）の要求によって，“商標権を侵害する物件”として，“真正”であるか
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（96） 一橋論叢第102巻第5号

“贋物”であるかにかかわらず税関で輸入が差し止められていた、ところが，

昭和45年2月27日，パー力一社（アメリカ）の日本における輸入総代理店で

あり，商標rPARKER」の尊用使用檎者であるシュリロ貿易が，NMC社が

並行輸入しようとする“真正の”バー力一万年筆の差し止めを税関に要求した

ことに対して，NMC社は輸入販売差止め請求権不存在確認訴訟を起こし，大

阪地方裁判所において勝訴したことにより事情は一変した．

　かくして，大蔵省関税局は，この“バー力一事件”の判決を受けて，昭和

4ア年8月25日付で通達（蔵関第1443号）5）を出し，真正商品の並行輸入につ

いては，当該商晶の商標権を侵害するものではないことを認めて，いわゆる・

“並行輸入の自由化”が行われることになった．

　わが国の並行輸入は，この“通達”を契機として生成し本格的な展開が始っ

たと言える．事実，当時は並行輸入の急増により，多くの輸入総代理店は自ら

が取扱う商品の並行輸入を抑制しようとしてさまざまな阻止行動に出たため，

公正取引委員会では，同年11月21日に，r輸入総代理店契約等における不公

正な取引に関する認定基準」を公表し，並行輸入への阻止行為に関して独占禁

止法上輸入総代理店の不公正な取引に該当するおそれのある認定基準を示すに

至っている．

　このように，わが国の並行輸入の展開は，昭和48年に為替が変動相場制へ

移行して以来，折からの円高の進行との相乗効果の下に急増していったと言え

るわけで，円高が進んだ昭和52，53年，および，60年以降，とくに並行輸入

の増加が目立っている．とりわけ，60年秋以降急速に進んだ円高の下では並

行輸入の対象となる商品の範囲が拡大するとともに，量販店など大型小売店や

総合商杜の一部にも並行輸入に直接取組むケースが見られるなど，単なる数量

的増加だけではなく幾つかの新しい展開を示すに至っている．

4輸入総代理店制度

既述のように，並行輸入に対応する“正規のルート”による商品供給は，さ

まざまな形態が考えられるが，現実にもっとも大きい割合を占めるのは，やは
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り“輸入総代理店経由の輸入”である．したがづて，まず，“輸入総代理店制

度”kついて検討しておこう．

　輸入総代理店制度は，既述の通り，独占的輸入販売権を輸入国の特定の業者

に付与することによって，当該輸入国市場を効果的に開拓してゆくための有力

な手段の一つであり，そのような点から言えぱ，新規に輪入される商品の当該

国内市場への参入を容易にし，国内流通における同種商品の競争を促進する効

果が期待される．・

　しかしながら，他方では，当該商品の性楕や市場における輪入総代理店の地

位次第では、競争制隈的に機能する揚合もあると考えられる．

　現実に，市場がある程度開拓されている国際有名ブランド品などの場合に，

　　①独占的輸入権を背景に，高価格を維持してひたすら独占的な利潤の掌

　　　擾に専念し，より広範な市場の開拓を二の次にする業者が多い．

　　②　商品メイージの維持に腐心し過ぎて，為替変動期に建値の変更が遅れ

　　　がちとなり，為替差益の還元が遅れることが多い．

　　⑧販売チャネルを絞ることが多いため，多くの一般の小売業で当該商品

　　　の調達が思うようにいかず，不満を潜在させることがある．

　　④　販売を重点的に行おうとするため，需要があっても輸入されない品目

　　　が出てきて，市場の二一ズに合致しない場合が生ずる．

など，さまざまな問題点が指摘されている一方，全く新規の商品の場合でも，

選ぱれた輸入総代理店の販売カが脆弱であったり，販売努カをせず販売権に胡

座をかいたりし二〔，市場開拓が遅れてしまうことがしぱしぱあるという指摘も

行われている．

　こ・れらの諸問題の多くは，並行輸入が行われる基本的背景を形成するもので

あり，並行輸入は，それらの問魑を多少とも是正する効果をもたらすものとし

て評価しうる面を有していると言える．

　ところで，ことで検討している輸入総代理店制度は，すぺて消費財に関する

ものを想定しているが，言うまでもなく，この制度は，消費財のみならず産業

財についても広く見られるものである1因に，昭和48～56年度の公正取引委
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（98） 一橋諭撞　第102巻　第5号

員会に届け出られた6）輸入総代理店契約4，365件のうち，消費財に関する契約

は，1，723件（39．5％）であるのに対して，原材料や資本財な」ど産業財に関す

る契約は，2，642件（60．5％）であり，現実には，産業財に関する契約の方がは

るかに多いと言える．したがって，当然のことながら，産業財についても“並

行輸入”が行われる可能性があるし，現実に行われることも少しはあると聞い

ている．

　それにもかかわらず，産業財に関する“並行輸入”問題がほとんど議論の対

象とならないのは，もともと産業財に関する輸入総代理店経由の輸入は，消費

材市場を開拓する場合のような“市場に不満足な部分が生ずる”ことがきわめ

て少ないこと，つまり，業者対業者の取引であることから情緒的要因がほとん

ど作用せず，価楕や品揃えなどの面で“需要の陳間”が生ずることが少ない，

したがって，並行輸入を行うメリヅトがほとんどないことによるものと考えら

れる．

　消費財の場合でも，メー力一自身が稜極的にわが国の市場を開拓しわが国へ

の輸出を増やそうとする明確な意思の下に，生産国など諸外国と同様の，ある

いは，少なくともそれに近い条件で“正規のルート”を通じて販売努力をすれ

ぱ，並行輸入の乗ずる余地はほとんどないはずである．これは，海外市場の開

拓にきわめて熱心な多くのわが国の企業による瀦費財輸出についてみてみると，

“ダンビング問題”はしぱしぱ問題になることがあっても“並行輸入間題”ほ

全くと言って良いほど生じていないことからも，十分推察されうるところであ

る．

5並行輸入の構造と背景

　（1）輸入総代理店制度と“高価格，高イメージ商品”

　並行輸入の基本的な特質を明確にするために，わが国の企業が輸出する中心

的な消費財と現在わが国の市場に並行輸入されている中心的左消費財との間に

は，明らかに商品の性楕上の差異があるという点に注目する必要があろう、

　すなわち，わが国の企業が輸出する消費財の中心をなすのは，自動車や家電
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製晶に代表される如く典型的な量産量販的価楕訴求型商品で，海外市場におい

てもマーケヅト・シェアの拡大とその維持への意欲がきわめて高いのに対して，

海外諸国からわが国に並行輸入される消費財の申心は，ヨーロヅパの高級バッ

グ類や陶磁器など伝統的な一流ブランド品に象徴されるように，もともと欧米

諸国圏を中心に絞られた市場セグメントを販売対象とするいずれも情緒的要素

が大きい割合を占める商品で，マーケヅト・シェア争いがあまり見られないだ

けではなく，供給圧カそのものがおおむね低く品質や機能面よりも伝統と椅式

に基づいたイメージが重視される非価格訴求型商品が多いようである．このよ

うな傾向は，自動車のような量産品についても見られ，本格的量販型のアメリ

カ車や価格訴求型欧州車（たとえば，ベンツ190E，フォルクスワーゲンなど）

の場合は並行輸入比率が低く，並行輸入の中心は，やはり高価格・高イメージ

の高級欧州車によって占められている．

　すなわち，全体的に見て，わが国の輪入消費財の申に輸入訴求的ではなくむ

しろイメージ訴求的な差別化された商品が多いことが，輸入総代理店制度を基

盤として高価格維持的傾向を生み，並行輸入が行なわれる素地となづているよ

うである．

　昭和60年秋以降急進した円高ホ背景となって，並行輸入の内容にも幾つか

の新しい傾向が加わってきており，量販的日常品の分野についても，一部に並

行輸入の事例が見られるようになってきているが，これらについても，輸入総

代理店制度に基づく個樒維持的政策の存在が指摘される点に変りはない．

　（2）並行輸入の基本的動機〈価格差〉とその背最

　並行輸入が行われる動機は，既に少しふれた通り，

　　①　“正規のノレート”の小売価楕が高い

　　②“正規のノレート”は販売チャネルを絞る傾向があるため，一般の小売・

　　　卸売業者にとって入手が困難である．

　　⑧　“正規のルート”は，販売努カを集中するためにしばしぱ輸入品目を

　　　絞ることがあり，市場の二一ズに完全に対応しない場合がある．

などが考えられる．現実に第一に挙げられる動機は，r正規のルートの小売価
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一橋論叢第102巻第5号

楕が高い」すなわち，“生産国など諸外国との価椿差”ということであること

はほぼ間違いないところであろう．ここに言う“価楕差”とは，“正規のルー　　　　・

ド’と並行輸入との“原価”（輸入港着陸揚げ価椿や輸入国現地生産原価，ラ

イセンス生産原価など）における差ではない．問題は，“正規のルードの小

売価格と並行輸入して販売可能な小売価格との差であり，さらに言えぱ，その

差をもたらす基本的背景となる生産国など諸外国の小売価格とわが国の小売価

楕との差である．“正規のルート”と並行輸入を上記のような“原価”で比較

すると，現実には，並行輸入の方が高いのが通例である．それは，“並行輸入”

が当該メー力一によって公に許容されていない輸入であるから当然のことと言

えよう．

　それにもかかわらず，“正規のルート”の小売価格が並行輸入の小売価格よ

りも高くなる（ときには，著しく高くなる）のはなぜであろうか．この問題に

ついては，次のような諸要因が挙げられよう．

　　①　高イメージを維持するための高椿価政策一・・いわゆる“名声価格政

　　　策”（prestige　price　pOlicy）であり，価格が高いことが高晶質を示唆す

　　　ると考える潴費者心理に訴えるものである．消費者の反応は，国によっ

　　　てある程度異なるものであり，わが国の消費者行動がそれらの価椿政策

　　　の中に読み込まれていると言える．そのような意味合いから言えぱ，高

　　　価格は，われわれ消費者にも多少の責任があると言う見方もできよう．

　　②　輸入総代理店（あるいは，メーカーの直営販売会社など）の各種販売

　　　促進費やアフター・サービス費等が高いこと一・・自動車等，耐久消費財

　　　に必要なアフター・サービス費以外は，概ね高イメージ作りとその維持

　　　のための広告費など各種販促コストの比重が大きい．　　　　　　　　　　　、

　　③　小売販売チャネルが高コストであること……大手都市百貨店や一流専

　　　門店など，他の一般小売店に比べて明らかに高コストな販売チャネルを

　　　中心として販売されているケースが多い．

　　④　在庫リスク負担……輸入総代理店（あるいは，メー力一の直営販売会

　　　社など）は，立場上，常に，品切れがないように品揃えを整えて在庫し
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　　　ておく必要があるため，売れ筋品目だけに絞れる並行輸入に比ぺてコス

　　　トがかかる．

　　⑤　為替変化（円高）に対応して価椿引下げが遅れること……輸入総代理

　　　店（あるいは，メー力一の直営販売会杜など）は，建値制を採る関係上，

　　　為替変化に対応して迅速に価楕を改定することができず，円高が進行す

　　　る場合には生産国の小売価格との価楮差が急速に拡犬することになる．

　“正規のルート”は市場開発費や各種の販売促進費などイニシャル・コスト

を負担しなけれぱならないから並行輸入に較べて高くなるのは当然であり，並

行輸入は，市場開拓の努カをせずに“ただ乗り”しているという見方もあろう．

しかしながら，そもそも並行輸入は，その性格上，当該ブランドの市場開拓が

完了し販売が軌道に乗ったからこそ可能になるわけであるから，現実には市場

開拓申に並行輸入に市場を荒らされるといったケースはほとんどないわけで，

やはり正規の販売ルートがもともと経常的に高コストであるこ・と（とりわけ，

高イメージ作りとその維持のためのコスト）が並行輸入を誘引しているという

点に注目すべきである．

　たとえぱ，代表的な並行輸入晶である“世界の一流品”と呼ぱれる各種の

「欧州高級ブランド品」（バック類，ネクタイ，スカーフ，ベルト，財布，キ

ー・ホルダーなど）は，いずれも，少なくとも当初は，わが国の大手都市百貨

店や一流専門店を中心とする絞られた小売流通チャネルを通じて販売されてき

た．輸入総代理店にとっては，高イメージを維持するための高価樒という狙い

もあろうが，“消化仕入れ”や“委託仕入れ”といった百貨店の慣習的な仕入

れ方式のために，返品リスクや派遣店員コストなどをも合めた高価楕を設定せ

ざるをえなかったことも確かである．高級時計や高級眼鏡フレームなども，当

初ほぼ同様に高コストの絞られた流通チャネルを通じて販売されていたことは

広く知られる通りである．

　また，昭和60年秋以降の円高の急進下にあって並行輸入が急増した代表的

な商品の一つとして挙げられる「洋酒」の場合は，“正規のルート”の流通チ

ャネルが，周知の通り，酒卸・酒小売の免許制に基づいて形成され慣習的高マ
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一ジンをとる高コストな酒類流通機構であることから，なんらかの方法で低マ

ージン・高回転率販売を実践する流通ルートをつけさえすれぱ大幅に低価楮の　　　・

並行輸入品を販売することが可能であウたわけである．

　蘭品が高イメージを特質とし高価椿であるというこ工それ自体が問題である

というわけではけっしてない．そのような高イメージに相応しい高価格水準は，

当然生産国の小売価楕にも十分反映されているはずであり，生産国においてそ

の標的とする市場セグメントを開発し販売を促進するのに必要なマーケティン

グ・コストも，すでにその価格水準の中に織込まれているはずである．

　そのような生産国における小売価椿に比べて，わが国における当該商品の小

売個樒がさらに著しく高いということが問魑7）なのである一それは，基本的に，

わが国における伝統的な流通機構に起因したり，わが国の業者が政策的に著し

い高マーケティング・コストをかけていることに起因する側面と，捧外のメー

力一自身の販売政策（とりわけ，価楕政策）に起因する側面という二つの側面

から捉える必要があるだろう8〕．

　（3）並行輸入のルート　　　．

　並行輸入のルートは，少なくとも公には，生産国の当該メーカーによって認

められない輸入経路であるため，生産国から直接わが国に輪入されることは稀

で，第三国の業者（第三国の当該輸入総代理店や一般に“並行輸出業者”など

と呼ばれている業者など）を経由して輸入されることが多いようであるが，バ

ッグ・時計・小物類やネクタイ・スカーフ類，筆記具，喫煙具など，比較的嵩

ぱらない商品の場合は，生産国や香港，シンガポールなどの免税店を中心に小

売店からの店頭買い持帰り輸入が行われるケースも案外多いようである。

　全体的に見て，だいたい次のように類別して考えることができよう．いずれ　　　　、

のルートも安定した商品調達を期待することは難しく，現実には，複数のルー

トを併用するケースや，諸環境条件の変化にしたがって順次ルートを変更する

ケースなど，さまざまなケースが存在する．

　　①　第三国の輸入総代理店からその横流し品を輸入

　　②　第三国に位置する“並行輸出業者”（自国への輸入ないしはわが国以
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　　外の国々への再輸出を装いながら，現実にはわが国への中継貿易を行う

　　業者）を経由して輸入

　　③　生産国の小売店や生産国・第三国（香港やシンガポールなど自由港を

　　　有する国のケースが多い）の免税店の店頭から買集めて輸入……パッ

　　　グ・小物類など比較的嵩ぱらない商品にしぱしぱ見られるケースである・

　　　とりわけメー力一が並行輸入に厳しく“正規のルート”からの横流しが

　　　期待し難い場合や，生産国やその他諸外国における小売価格とわが国に

　　　おける小売価椿との格差が大きい場合などに見受けられる．

　　④　第三国におけるライセンス生産品（ノックダ㌢ン生産品などを含む）

　　　を輸入……具体的事例としては，自動車や満涼飲料などのケースが挙げ

　　　られよう．

　　⑤　生産国ないしは第三国に位置する下請加］二業者からその横流し品を輸

　　　入……下講加工業者からの横流し品は，合法的に正規のブランドを付与

　　　された商品ではないから“輿正商品”ではなく，したがって合法的に並

　　　行輸入することはできない、しかしながら，商品そのものは・ほとんど

　　　の場合物理的に“正規の商晶”と全く同じであるから，一旦流通過程に

　　　入ってしまうと見分けがつかない．

　　⑥　生産国のディーラーからその横流し品を輸入……稀ではあるが，並行

　　　輸入を黙認するメー力一が“並行輸出”のために“ダミー機関”を設置

　　　しているケースも一部にあるようである9）・

　（4）並行輸入比率

　並行輸入は，その性楕上ブランド単位で把握されるべきものであり，“並行

輸入比率”も当然ブランド・べ一スで捉えるべきであるが，もちろん，ブラン

ド別に整理されていない通関統討等から正確に捉えることは全く不可能である・

しかしながら，わずかに自動車の場合は，輸入検査の際に“正規のルート”の

輸入と並行輸入との扱いが異なることなどからブランドごとの並行輸入比率を

確認することがある程度可能であり，また，洋酒類については，ブランド別に

は無理であるが，総量べ一スでの並行輸入比率が確認されている・
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　並行輸入比率の高いブランドの場合，おそらく“正規のルート”による商品

供給を陵駕する並行輸入が行われていると推定されるケースがバヅグ類等欧州

ブランド品や洋酒類の一部に見られるようであるが，もちろん，並行輸入比率

が犬きいことが望ましいというわけではない．要は，並行輸入が正規のルート

にどの程度どのように影響を及ぼしているか，という点が重要であり，同じ

“並行輸入比率がきわめて低い場合”でも，価樒差が大きいにもかかわらず，

商品自体の性楕（壊れ易い，対象市場が絞られる，量販が難しいなど）やメー

力一の姿勢が極めて厳しいために並行輪入が低くなうているケース（たとえぱ，

欧州の高級陶磁器など）と，価格差が小さくなったために並行輸入の旨味がほ

とんどなくなっているケース（たとえぱ，先に挙げたベンツ190Eやフォル

クスワーゲンなど）という正反対の二つのケースがある．

　並行輸入が公式に認められた昭和47年以前からかなり並行輸入されていた一

と推察され，かつての代表的並行輸入品である“万年筆’など筆記具類や“ラ

イター”など喫煙具は，近年の海外旅行の頻繁化により個人の持ち帰り1O〕が激

増しているものの，ビジネスとしての並行輸入は，“正規のルート”品の価格

引下げ等もあり，採算面で問題がある模様であまり目立っていない．筆記具の

場合は，一部に高級化された高価格品目が新しい展開を示す兆しが見られるも

のの，ワープロの普及等により筆記具そのものの需要の低下が影響している．

6並行輸入に対する評価と展望

　並行輸入は，既述の如く，“正規のルート”に対応する相対的な概念であり，

“正規のルート”から切り離して“並行輸入”だけを取上げたのでは適切な評

価を下し難い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　すなわち，“正規のルード』が輸入国の市場にとって全く満足な商品供給を

もたらしている場合には，並行輸入が行われる動機が生じないが，逆に，“正

規のノレート”に市場にとってなんらかの不満足な点があるとすれぱ，並行輸入

がおこなわれる可能性が高くなる．この点は，上述のように産業財に関する輸

入総代理店制度においては，並行輸入がほとんど問題にならないという事実に
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照し合せて考えてみれぱ明らかであろう．

　要するに，並行輸入とは，

　　①　“正規のノレート”の排他性の強固さ次第で，商品調達の難易度が変る

　　　もともと独自に活動し難い面がある．　　　　　　　　　二

　　②　“正規のルート”の販売政策（とくに，価椿政策）次第で，採算がと

　　　れなくなる可能性がある．

　　⑧　一般論として，どんなに販売に努めても，一方に“正規のルードが

　　　存在するかぎり，常に“日蔭の取引”でしかない．

など，“正規のルート”との相対的関係を抜きにしては成り立たない輸入であ

り，

　　①　当該商品の輸入国市場開拓に果している“正規のルート”の機能

　　②“正規のルード’が設定している建値の妥当性と必要に応じた（たと

　　　えぱ，為替相場の変動などに伴う）その修正の妥当性

　　⑧　輸入国の市場動向に対応する“正規のルート”による当該商品の品揃

　　　えの妥当性

　　④　当該商品の基本的性格に対する“正規のノレート”の販売チャネル政策

　　　の妥当性

などの点で，“正規のルート”に対して，市場がなんらかの不満を感ずる場合，

それらを補うために並行輸入が行われる可能性がある。並行輸入は，それらの

諸点との関連において評価されるべきである．

　ところで，G5以降の新しい傾向として，次のような諸点が見受けられる．

　　（ア）　スーバーを中心に，総合商社など大手資本も並行輸入に積極的に参

　　　カロする動きを見せてきた

　　（イ）清涼飲料や菓子類など，日常品的性格の商品も並行輸入が試みられ

　　　るようになってきた

　　（ウ）消費者層全般に並行輸入を認知するようになり，積極的に評個する

　　　ようになってきた

　　（工）一部に例外的傾向も見られるが，金般的に並行輸入が急増した
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　すなわち，近年の並行輸入の急増は，基本的には著しい円高の急進により，

とりわけドル建て輸入品の円換算価楮が急速に低下する中で，“建値”にとら　　　　、

われて価椿調整が遅れがちとなる輸入総代理店経由の輸入品価格が割高になっ

たことが“呼ぴ水”となったと言えるが，さらに，“輸入促進”と“円高差益

の遼元”をスローガンに掲げる政府の基本方針とそれに賛同する小売業界の動

きが相侯って，円高メリヅトを生かせる輸入品を懸命になって探し求めた緒果

であるとも言えよう．

　このような新しい動向の中心となっているのは，大手スーバーである．現状

では，スーパーの中で多少の差異があるが，おおむね積極的に並行輸入品を取

扱っており11），社会的に良く知られた大手小売業が並行輸入に積極的な姿勢を

示し，従来ほとんど並行輸入されることがなかった日常品・量販品の輸入が試

みられるようになってきたことによって，一般の消費者の間に広く並行輸入を

認知させているという点を十分評価すべきであろう．

　また，並行輸入は，その性格上，なんらかの形の“正規のルート”が存在す

る申にそれを多少とも侵害する輸入取引として参入するものであるから，従来，

とかく“裏取引”的イメージを持たれてきたきらいがあったが，昨今の円高基

調の定着により，消費者の間に円高にもかかわらず小売価楕が下がらない輸入

品に対する疑惑と非難の気持が広がって，並行輸入に対する見方もかなり変っ

てきた面がある．伝統的大手資本である総合商社の中にIも並行輸入（白動車な

ど）を手掛ける業者が現れているのは，そのような瀦費者ないしは国民一般の

気持と支持を背景としていると言えよう、

　一方，並行輸入をビジネスとして見た場合，“正規のルート”の政策次第で

存立が難しくなるという基本的問魑の他に，最初は大幅に儲かってもすぐに参　　　　．

入する業者が増えて価楕競争が激しくなって旨味が無くなってしまう（参入陣

壁がきわめて低い）という一般的傾向が見られ，とくに専業者の場合は，長期

的に並行輸入を行っていってその箏業規模を拡大してゆくというケースはほと

んど見られないようである・すなわち，多くの場合，事業規模の拡大とともに

特定の商品の輸入代理店となってメー力一との正規の契約の下に安定した取引
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を増やして行こうとする方向に移行して行くわけである．

　“正規のノレート”との表裏の関係の下に生起し，“正規のノレート”の動向次第

で盛衰する運命にある“並行輸入”は，根強い円萬傾向の進展とそれに伴う輸

入促進への強烈な圧カが追風となり，今後もしぱらくはさらに増加して大手ス

ーパーなどの参入によって底堅い動きも見られようが，それらは，あくまでも

“正規のルート”との関連において成立するものであることには変りがない．

並行輸入は，その量的拡大を評価するのではなく，“正規のルート”に如何に

影響を及ぱし㌧その間題点を如何に是正しているかという面から評価すべきで

あると言えよう．

ユ）　（社）流通問題研究協会『並行輸入に関する実態調査報告書』昭和63年3月

2）　これ以降の陳述で示される通り，海外から輸入された商品だけではなく，海外メ

　ーカーの直接進出によって国内で生産された商晶や海外メー力一とのライセンス契

　約のもとで生産された商品などを含む．

3）　当該商品に関して椀限を有する者によって適法に商標を付された“真正商品”．

　この範鴫の中には・昭和59年12月東京地方裁判所の“ラコステ事件”の判例によ

　り1第三国でライセンスに基づいて生産された商品も真正商品として合まれる．

4）公正敢引委員会嬰務局『輸入総代理店等の実態調査一欧米からの輸入消費財を中

　心として一』昭和58年4月

　　輸入総代理店及ぴ並行輸入に関する研究会『輸入総代理店制度及ぴ並行輸入と競

　争政策』昭和62年3月

　など，これまでに公正取引委員会事務局が中心となって実施した調査研究では，

　r並行輸入」を一貫してそのような意味合いで用いている．

5）昭和41年5月7目付通達（蔵関第522号）r無体財産権侵害物に対する輸入差止

　申立ての手続等について」の一部を改正　①真正商品であること，②外国メカーと

　わが国の商標権者とが同一か1同一とみなされる特殊な関係にあること，③同一商

　標を付した商品の保証する出所または晶質がそれぞれ独自のものとして評価されて

　いないこと，を条件に並行輸入品を商標権を侵害する商品に該当しないとした．

6）　公正取引委員会の行政指導により，r継続的貿易取引契約」として同委員会に届

　け出ることが義務付けられている．

7）妥当な小売価格という問題に関して，㈱三越貿易部長犬塚寿一氏が目本百貨店協

　会製晶輸入専門委貫会委員長代理の立場で提示された意見によると．下図の通りで
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（108） 一橋諭叢第102巻第5号

ある．

　　　　　　　生産国　　　　　　　　　　目本

生産国小売個椅1，O00円　輸入国小売個楮　　1，375円

　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↑

工場出荷価楕　　500円　輸入国陸揚げ原価687．5円

　　　　　　　　　↓　　　　l
FOB　　　　　　　550円

（550×1．25二687．5）

　　この図は、為替換算の手数を省くためにすぺて円建てで示された取引モデルであ

　る．欧米の流通マージンは通常原価の倍掛け程度なので，工場出荷価楕（原価）

　500円の二倍の1，000円を生産国小売価格とし，輸出藷掛りに10％程度要するとみ

　て，FOB価格550円とする．生産国からFOB価格（輸出港船繊み価楕）に対す

　る輸入国陸揚げ原価（landed　price）は，商品種類によってかなり差があるが，た

　とえぱ，バッグ類など雑貨の事例を採れば，だいたいFOB＝100とすると，landed

　price＝ユ25程度だから，（500x1－25＝）68アー5円が輸入国陵揚げ原価となる．そして，

　わが国の流通マージンを欧米と同じ原価の倍掛けとすると，輸入国小売価楕は，

　（68ア・5x2＝）1，375円となる・したがって，バヅグ類など雑貨と例に採れぱ・このモ

　デルでは，生産国小売価椅の1，375倍が計算上妥当な小売個楮ということになる。

　　日本百貨店協会『会報』No．1207昭和62年6月5目号29貢参照

8）海外メー力一が輸幽国の市場の差異などを考慮して差別価格政策を採り・わが国

　に対する輸出価樒を高くするケースがしばしぱある．

　　輸入総代理店及ぴ並行輸入に関する研究会，前掲書昭和62年3月p11

9）　量産品で生産段階からの供給圧力の強い商品の場合に見られる“二重流通”（d岨1

　distribution）と同様の現象であると言えよう．

10）　ほとんどは，個人使用や土産などを目的とするものであり，言うまでもなく並行

　輸入である・統計的に把握できないが，近年激増していることは確かである・

11）並行輸入を自ら直接行っていると回答している業者が3亨一8％にも達しており，

　清涼飲料やチ目コレート，ピスケヅトなど菓子類，紅茶やインスタント・コーヒー

　など嗜好品類，ペヅトフード等々の輸入が試みられている。

　　（社）流通問魑研究協会，前掲書昭和63年3月，p－27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成城大学教授・一橋大学講師）
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